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論文調査委員 教 授 常脇恒一郎 教 授 山 解 弘 患 教 授 滝 本 敦
論 文 内 容 の 要 旨
本論文はコムギ属にもっとも近縁であるAegilops属のすべての自然種 (ただし1 種を除く) と多数の人
為合成種について行なった核型分析の結果をとりまとめたものである0
材料には低温処理を施した幼植物の根端を用い, 各種について代表的な体細胞分裂中期の 5 - 10核板を
顕微鏡写真にとり, 主としてそれに基づいて核型分析を行なった｡ この際, それぞれの染色体の形態は相
対的長さ, 両腕比および動原体指数の3着で表示し, 相互の比較の基礎とした｡
自然種のうち2倍種については Sitopsis節の5種, Comopyrum節の3種,Polyeides, Cylindropyrum
およびVertebrata節の各 1 種を分析した｡ その結果, これまでに報告されているChennaveeraiah(1960)
らの結論の多くを追証するとともに, Ae･heldreichiの核型については新知見を加えたO また, ゲノムM
とMu の差異がSゲノム群 (S,SI,Sb)内にみられる変異よりも大きいことから, MとMu は別の核型と
すべきであるとの結論に達した｡
自然倍数種については4倍種10, 6倍種4を分析した｡ これら倍数種の核型はゲノム式から推定される
祖先種の核型の和によく一致していた｡ しかし, Ae.VariabilisとAe.kotschyiのSv ゲノムの核型は2倍
種のS 群に属するいずれのゲノムともかなり異なっていた｡ また, M 群に属するゲノムの核型を倍数種と
2 倍種について比較すると, Ae･ovataの Mo, Ae.columnarisの M¢, Ae.biuncialisの Mb, Ae.
triaristataの Mcもおよび Ae･crasaのM はAe.comosa のM｡rに近く, Ae.triaristataの Mt2とAe
ventricosaのMv はAe･uniaristataのMu に近いことがわかった.
人為合成種に関してはゲノム式 CCu,CuMu,CuSI,CuSb, MuD, DDMcr, DMcrCuの9系統 (相反
交雑に由来する2 系統を含む) を分析した｡ その結果 , 核型に関して ( 1 ) 人為合成種は両親の和によく
一致すること, ただし, 仁形成体染色体の仁形成部が合成種においてときどき消失すること, (2)人為
合成種とそれに対応する自然倍数種の問には多少の差異がみられること,
(3)相反交雑に由来する人為倍数種は等しい核型を示すこと, などを明らかにした｡
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最後に, 自然 2 倍種と自然および人為倍数種との核型比較から, Aegilops属の進化の過程における核型
の安定性はゲノムによって著しく異なっており, C uおよびDゲノムと比較してSおよびMゲノムには大き
な変異が生じていることを確認した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
遺伝物質の担荷体としての染色体の形態分析は生物種属の類縁関係を知る1 つの重要な研究手段となっ




種を除く) の核型を再調査するとともに, はじめて多数の人為合成種の核型分析を行ない, 2倍種と倍数
檀, 自然種と人為合成種を体系的に比較研究した｡




過程における核型の安定性はゲノムによって著しく異なり, C u ヤノムやD ゲノムは安定性が高く, 逆ばS
ゲノムやMゲノムは変異性が高いこと, (5)Mゲノムは進化の過程でMとMuの両系列に分化してきて
おり, M, Mo, Mc, Mb, Mも, Mcrは前者に, Mu, Mv, Mt2は後者に属すること, などを 明らかに
した ｡
このように, 本研究はAegilops属の核型分析を通して倍数種を含む植物種属の進化に新知見を加えたも
のであって, 高等植物の遺伝学に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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